
 

 

小平市立小平第九小学校  

コミュニティスクール（CS） 

令和８年度 ５月号 

笑顔と安心感にあふれる学校を目指して 

副校長 矢巻 尚美 

 

 九小の校庭に広がる新緑が目に鮮やかに映る季節となりました。４月より副校長として着任しました矢巻と

申します。始業式では、「新しい学年・クラスでの学校生活を頑張ろう！」という気持ちがどの子からも伝わ

ってきました。本校に着任できたことを嬉しく思います。 

 さて、新学年での生活がスタートして早１か月が経ちました。

５７名の１年生は、初めてだらけの小学校生活にも少しずつ慣れ

てきました。これも、６年生児童の優しい関わりがあってこそで

す。６年生は当番制で、毎朝 8：15には１年生の教室で待機し、

入室する１年生のこどもたちが朝の支度をしっかりできるように

サポートしています。困っている１年生には、ただ手を貸してあ

げるのでなく、自分で最後までできるように言葉を掛け、励まし

ています。そんな６年生の姿を見ると、最高学年の自覚をもった

６年生の存在は学校の大きな要であると実感します。 

大型連休が明けると、いよいよ学校生活は本格的に動き出しま

す。４月当初は緊張していたこどもたちも、新しい友達や先生と

一緒に楽しく学び、遊ぶ様子が見られるようになりました。一方

で、新しい環境で頑張ってきたことによる疲れが出やすい時期で

もあります。連休が明け、「学校に行くのが心配だな」と感じる子

がいるかもしれません。本校では、元気な姿はもちろんのこと、

そうしたこども一人ひとりの小さなサインや SOS を見逃さず、気

持ちに寄り添う支援を大切にしてまいります。ご家庭におかれましても、お子様の様子で少しでも気になるこ

とや不安なことがありましたら、どうぞ遠慮なく担任や副担任、管理職にご相談ください。 

 全てのこどもたちが「明日もまた学校に行きたい」「学校にいるとホッとする」と思えるような、活気と安

心感あふれる学校を目指して、教職員一同力を合わせて教育活動に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

５月の生活目標 

みんな 仲良くしよう 

体力テストについて 

体育の時間等を利用しながら、体力テストの記録測定

に取り組んでいます。令和６年度より、データベース上

での記録を行っています。以前の記録と比べたり、動画

をみたりすることができますので、ご家庭でもご活用く

ださい。 

家庭保管用の二次元コードを配布します。意識調査へ

の回答や、結果の閲覧の際に使用します。再発行はでき

ませんのでご注意ください。 

1年生を迎える会 

 ４月２４日（金）に「1年生を迎える会」を行い

ました。1年生は、少し緊張した面持ちで、６年生

と手をつないで入場しました。そして各学年のこど

もたちから、学校の様子についての発表を聞きまし

た。最後に、１年生から６年生がみんなそろって九

小の校歌を歌いました。 

みんなから温かく迎えら 

れ、笑顔が広がりました。 



 

特別支援 
  

わかば教室について 

                        

相談室について 

 

生活指導より 

特別支援教室『わかば』は、在籍学級での適応を図るために、課題別学習や小集団活動を通して、得意な

ところは伸ばし、苦手意識のあるところをじっくりと学習して、学校生活に対する意欲を高めるための指導

や支援を行っています。今年度、小平第九小学校では、毎週火・木・金曜日に指導を行っています。 

入級するためには、「WISC（ウィスク）」という発達検査の結果や校内委員会での検討が必要になり、申し

込んだ後は教育委員会で審議の上、認められると正式に入級となります。 

今年度の申し込み期間は、令和８年４月１日から１０月３０日までとなります。学校での校内委員会や書

類作成には 1 か月程度かかるため、ご希望がある場合は早めにお申し出ください。またお子様のことで相談

したいことや気になることがありましたら、学級担任の先生か特別支援室｢わかば｣にご連絡ください。 

九小ではユニバーサルデザインの発想を元に「全ての児童が学習に取り組みやすい環境作り」を進めていま

す。その中でも各クラスで共通して行っている取り組みをご紹介します。 

（１）黒板の周囲を簡素化する 

児童が学習に集中できるように、黒板の周囲など教室の前方には、 

必要最低限のもののみ掲示してすっきりと整えるようにしています。 

（２）ホワイトボードを活用する 

    小さいホワイトボードに一時間の授業の流れなどを記入し、児童が 

「見通しをもって取り組めるように」「今、何をしているのかが確認 

しやすいように」しています。     

（３）タイマーを活用する。 

    大きなタイマーを活用し、作業や考える時間が見て分かるようにしています。 

≪副籍交流について≫ 

副籍制度とは、九小地域に住んでいて、小金井特別支援学校や小平特別支援学校などの都立学校に通ってい

るお子さんが、九小のクラスに副籍を置いて交流する制度です。例えば、在籍クラスで副籍のお子さんの自己

紹介カードを掲示したり、展覧会で作品を展示したり、小金井特別支援学校の先生が来て授業をしてくれたり

します。令和８年度は４人のお子さんが副籍として、在籍の学年と交流する予定です。 

相談室は、南校舎の３階にあります。スクールカウンセラーは、毎週火曜日におります。養護教諭や担任を

通して予約していただけますし、電話で直接予約をすることも可能です。留守番電話に残していただくことも

できますので詳しくは相談室だよりをご参照ください。保護者の皆様のご相談もお待ちしております。 
 

・子育て、ちょっと気になることがある ・学習が少し定着しにくいと感じる 

・友達と喧嘩してしまうことがよくある ・家での過ごし方について悩んでいる・・・など 

 

以下の２点について、改めて、お子様と一緒にご確認ください。 

・学校には、放課後でもお菓子やジュースは持ち込まないようにお願いします。 

・遅刻の際は、保護者付き添いで登校し、職員玄関よりお入りいただき、確実にクラスの担任に引き継ぐよう

お願いします。 


